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「新しいマネジメントの必要性」

⇓

職場環境・生活環境・制度環境

これらの変化に対応するため



男女共同参画白書令和5年版



育キャリとは

「自分一人だけでなく子どもやパート
ナーと一緒に成長していけるキャリア

のあり方」
「仕事か家庭か」ではなく、「仕事も家庭も！」欲張る

「仕事×パートナー×子ども」

イラスト：高村あゆみ







令和7年度男女共同参画白書より抜粋

最新データで民間企業40.5％





令和6年度男女共同参画白書より抜粋



日本国内すべての組織で

働き方改革の第一歩は

定時退社と

有給休暇取得率にあります。

なぜなら

全ての働く人に共通する制度だから





風土を改善する仕組み

業務を改善する仕組み



今後のさらなる
労働環境の変化予想

家庭生活・自己実現・

健康的な生活の確保

働く時間の

減少

働く場所の

制約
働く人の

減少



男性育休から組織風土を変える秘訣

⇓

風土も制度も改善できるチャンス



もはや昭和ではない

野田内閣府特命担当大臣記者会見要旨 令和4年6月3日

1.発言要旨

我が国の男女共同参画は諸外国に比べて立ち遅れてい
ます。その背景には、制度・慣行・意識の３つの要素
が相互に強化し合っているという構造的な問題がある
と考えられています。

また、人生100年時代を迎え、離婚件数は結婚件数の
３分の１となり、女性の半数以上は90歳まで生きます
。また、50歳時点で配偶者のいない方は男女ともに３
割となるなど、女性の人生と家族の姿は多様化してお
り、もはや昭和時代の想定は通用いたしません。



こうした認識の下、４つの柱、すなわち、女性の経済的自立、女
性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現、男性の家庭・地域
社会における活躍、女性の登用目標達成という柱を立て、
男女間賃金格差に係る情報の開示や、女性デジタル人材育成プラ
ンの実行、女性の視点も踏まえた社会保障制度・税制等の検討、ア
ダルトビデオ出演被害対策を始めとする性犯罪・性暴力対策やフェ
ムテックのさらなる推進など、女性の健康に関する取組、テレワーク
等の多様な働き方を後退させず、コロナ前の働き方に戻さないこと
に加え、男性が子育てに参画しやすくなるための環境整備、企業の
女性役員比率ランキングの掲載や、国家公務員の女性職員の職域
の拡大等を通じた女性の登用促進など、今まさに取り組むべき施策
をしっかり盛り込みました。
今回策定した「女性版骨太の方針」に基づき、政府一体となって取
組を強力に進めてまいります。



新しいマネジメントが求められている

的確な業務分担の指示

能力レベル

制約条件

部下の価値観
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これから生き残る組織・地域

男が働く 男女が働く

長時間働く 短時間で働く

同じ条件の人が

働く

様々な条件の人

で働く





イクボスの定義

イクボスとは、職場で共に働く部下・
スタッフのワークライフバランス（仕事と生
活の両立）を考え、その人のキャリアと人
生を応援しながら、組織の業績も結果を出
しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことが
できる上司（経営者・管理職）のことを指す。



イクボスの誤解

 私（管理職層）は育児は終わっている、関係ない。
→育児や家事、介護をしているか当事者であるかは関
係ありません。新しいマネジメント手法の話です。 

 ワークライフバランスは個人の問題である
→すでに社会の問題であり、組織の働き方運営を間違
えばその組織の存亡に関わります。

 人手不足でそんな余裕がない

→人手不足を言い訳にできません。なぜなら既に中小

企業の多くが人手不足であり、2030年には全業種で

みても約700万人の人出不足が推計されています。

今後雇い入れる人の多くは制約が多い人材です。



制約社員とは
働く場所や時間、従事する仕事内容などの労働条件
について何らかの制約をもつ社員の総称。

これまでの正社員が、会社の業務命令によって「い
つでも・どこでも・どんな仕事でも」働く無制約
社員を前提とするのに対し、近年は特定の場所や
時間での勤務を希望するパートタイマー・契約社
員などの非正社員に加え、正社員でも育児や介護
高齢、病気といったさまざまな事情により働き方
が限定される制約社員が増えています。

人口減少社会の中、既に制約条件がない人「かつて
の24時間働けます」人員は希少な存在に。



イクボスは企業・組織にとってなぜ必要なのか？

 労働人口の減少

 賃金ベースだけでなく「やりがい」「働きやすさ」
を重視

 離職を防ぐ

 新しい人を雇い入れる

 企業・組織維持

©Yasuyuki Tokukura 2016



イクボス推進のための3大要素

イクボス要素

オープン

TOPコミットメント

コミュニケーション
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内閣府WLBための社内制度・マネジメントのあり方に関する調査企画委員

会企業アンケート結果より徳倉解釈



効果のあった３つのエッセンス

イクボス組織への

変革

強制力

トップメッセージ

全員参加
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ファザーリング・ジャパンイクボス企業同盟（116社）アンケートより



効果のあった３つのエッセンス

イクボス組織への

変革
ノー残業デー

各人労働時間集

計し役員報告

経営層から是正

直接メッセージ

タイムカードと

PCログオフ乖離

把握

有給休暇計画

取得徹底

一斉消灯

休暇取得の進捗

管理
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ファザーリング・ジャパン イクボス企業同盟（116社）アンケートより



豊かな人生のための、寄せ鍋理論とは？

「キャリア」の概念が変わってきた
→キャリアとは、自分の人生を構成する一連の出来事

★ワーク・ライフ・シナジー
（仕事と生活の相乗効果）

育児

介護

地域活動趣味

仕事



取り組み例（労働時間と生産性）

・一日の総労働時間を制限する

・業務ごとの使用時間を決める

・期首に一年の休暇を決める

・（特に管理職や経営者は）余裕時間を作る

・プライベートもスケジュール表に積極的に入れる



「業務・仕事が終わらない」を分解すると。

１．仕事の進め方⇒計画の立て方・進捗確認

２．個人スキル⇒個々の特徴やスキルの把握

３．意識⇒一体感の欠如、モチベーションの低さ

４．職場環境（雰囲気）⇒意見が出ない、非快適な空間

５．知識（既知・無知）⇒やり方を知らない、専門家不在

６．反対（抵抗勢力）⇒邪魔をする、理解する努力をしない

７．組織風土⇒共有、失敗から学ぶ、危機管理

参考：仕事の問題地図（沢渡
あまね,技術評論社）
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父親が変われば、
家庭が変わる
地域が変わる、
企業が変わる、

そして、社会が変わる。

Fathering Japan
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